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高校生の脊柱側弯に関する疫学研究

有所見率および体格，体力，運動能力との関連

スギタ キヨシ

杉田 潔

目的　高校1年時に撮影された結核検診フィルムを側弯症検診に活用し，高校1年生における脊

柱側弯の有所見率ならびに有所見者の体格，体力，運動能力の特徴について検討する。

方法　1993年から1995年に結核検診を受けた和歌山県の高校1年生3,299人（男1,597人，女

1,702人）を対象に，フィルム上Cobb角10°以上の側弯を有する者を有所見者と定義し有所

見率を求めた。有所見者に対し性と年齢を一致させ，同じ学校から同数のフィルム上脊柱側

弯を呈さない対照者を無作為に抽出し，体格，体力，運動能力について比較検討した。ま

た，高校1年時の脊柱側弯と関連する要因として，中学1年時の体格各項目につき有所見

者，対照者のオッズ比をMcNemar法により求め検討した。さらに，有所見者のうち中学1

年時のフィルムが保存されていた42人（男8人，女34人）については，3年間のCobb角の

変化についても検討した。

成績　本研究で，有所見者は男22人（有所見率1.4％），女84人（有所見率4.9％）で，女に脊柱

側弯が多かった。体格では，女の有所見者が有意にやせていた。体力，運動能力について

は，立位体前屈で女の有所見者群が有意に劣っていた。また高校1年時に脊柱側弯を呈する

者の体格の特徴として，女で中学1年時BMI17以下がオッズ比3.63（95％信頼区間1.66-

7.93）となり有意に高かった。中学1年時のフィルムが保存されて者については，男女とも

3年間で弯曲は有意に大きくなっていた。

結論　脊柱側弯は高校生にとって有所見率の高い疾患であり，定期検診において脊柱側弯に注意

を払う必要がある。有所見者の体格の特徴として女ではやせが有意となり，関係者は生徒の

生活習慣に問題がないかどうか関心を持つ必要がある。
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